
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａｌ材研削集合組織の形成と体積分率で扱った ODF図から 

  Ａｌ材研削集合組織の形成の結晶方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 以前、Ａｌ材研削集合組織の形成と体積分率で扱った ODF図から、結晶方位密度を計算し、 

   hkluvwlistDisplayソフトウエアで多重表示してみます。 

   扱ったアルミニウムは、ホームセンタで購入し、表面をサンドペーパで傷を付け、極点測定から 

   ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析を行い、VolumeFractionを計算した。 

   結果は、 

 極点図の最大方位密度 

  

   VolumeFraction結果 

  

  

 Ｓ－４方位の半価幅比較（Modelling Fraction 結果の Euler角度の広がり） 

  

  

 結果 

 サンドペーパの粗さにより、Euler角度の半価幅は荒いと広がり、細かくなるに従って半価幅は 

    狭くなる。LaboTexの VolumeFraction計算では自動的に euler角度の幅を決めるので 

 VolumeFraction結果は変わらない。 



結晶方位密度計算 

 広がりは無視された高さで判断されるため、粗さの順位が反映される可能性がある。 

 ODF結果から＃１００から＃１５００まで結晶方位密度計算を行ってみる。 

 ODF図の平滑化をＳＭ＝５（１０）とする。 

#100 

  

#150 

  

    

 

 



#240 

  

#400 

  

 

 

 

 

 

 

 



#600 

  

#800 

  

 

 

 

 

 

 



#1000 

 

 #1500 

  

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位密度の多重記録 

 

 



 

 予想した様な、方位密度の変化が認められます。 

 VolimeFractionで計算すると、同一であるが、Euler角度の広がりによって最大密度は変化しています。 


